
リモートセンシングを活用した
森林情報コンサルティングサービス

森林ICTプラットフォーム

森林ICTプラットフォームは、地域の森林整備や林業振興において必要不可欠
な各種森林情報をGIS上で一元管理し、森林管理の効率化・高度化を可能とす
るシステムで、様々な林業支援アプリケーションの利用が可能です。
「森林ICTプラットフォーム」は、開発元であるASロカス㈱及び住友林業㈱と
の3社共同体制で、導入から運用までをトータルにコーディネートします。 システム提供 コンサルティング

森林ICTプラットフォームの構築体制
~導入から運用まで。安心のトータルサポート~

活かす

取得した森林情報を高度に利活用するためのコンサルティングを行います。
データ・システム・インフラの在り方、木材利用における川中~川下が求める森林情報、個人情報・
セキュリティの確保、といった視点から情報運用の要件を定め、その積極的な活用を支援します。

CO2吸収量算定

衛星画像やLiDARデータを活用して計測・解析したデータと植林履歴等の既存調査データや現地地上調査結果を統
合させ、年度別の詳細な森林炭素吸収量の算定を行います。炭素吸収量はCSR活動報告書、REDD+、Jクレジット
等に活用いただけます。

森林経営管理制度

森林経営管理制度に関わる様々な業務について、森林リモートセンシング技術と行政支援コンサルティング技術を
活用して支援します。例えば、意向調査の際は、地域の森林管理の方向性を確認し、地域の実情を踏まえた効率的
な意向調査実施を支援します。

【問い合わせ先】
国際航業株式会社 法人営業部
〒169-0074 東京都新宿区北新宿2-21-1 新宿フロントタワー14F
TEL 03-6327-1987
Mail：kankyo-solution@kk-grp.jp

健康指導



診る

森林計測結果を基に森林解析を行い、樹木の分布や本数など森林の現況を効率的に把握し
ます。また、現況把握だけでなく、資源量解析や路網解析などにより、森林管理や森林経
営に役立つ情報を整備します。

既存路網の抽出、微地形解析

航空レーザ計測では地盤面の詳細地形データが取得できます。
これにより写真では視認できない林内の既存路網が把握できるほか、崩壊跡など災害地形も抽出でき、
森林管理に必要な地形データを一括して整備できます。

森林資源量算出

航空レーザデータとデジタル空中写真から、林相、立木本数、樹高、樹冠面積、胸高直径といった情報
を解析し、これらに基づいて蓄積を算出します。また、立木密度、形状比、樹冠長（率）、収量比数、
相対幹距比といった森林管理・経営に役立つ情報も算出できます。

測る

衛星、航空機、ドローン、地上計測まで、目的や用途に応じた様々な森の計測サービス
を提供しています。特に航空レーザ計測は、森の健康状態を示す詳細な情報を取得する
ことが可能です。
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森の健康診断 森の健康指導

� 衛星計測

� 航空機計測

� ドローン計測

� 地上計測

� 林相分類

� 森林構造解析

� 路網・微地形解析

� 二酸化炭素吸収量算定

� 病虫害解析

� GIS整備

� 林地台帳・森林簿精緻化

� 地籍調査・境界明確化

� 治山・山地災害対策

� 森林経営管理制度

� 森林情報コンサルティング

リモートセンシング技術により森の健全性を診断し

お客様のニーズに合わせた最適な森づくりをサポートします

診ま森（みまもり）とは？

リモートセンシングを使用して森をスキャンし、人間の健康診断と同様、現在の森の健康状態を明らかにし
ます。森の健康異常に対する発見と健康保持の明確化を目的としたカルテを作成するほか、カルテを基にお
客様のニーズにあった森づくりをサポートします。

林相分類（AI）

AIを用いて、森林をスギ、ヒノキ、マツ類、その他針葉樹、竹林、広葉樹、その他に自動的に分類しま
す。また、この結果を専門の技術者が目視で確認することで、正確な林相分類図を効率的に作成するこ
とができます。林相分類図は森林資源量の算出や、その後の森林管理の基盤情報として役立ちます。

測る 診る
活かす

健康診断


